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【手続補正書】
【提出日】平成26年4月7日(2014.4.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　連続シートである第１シート部材の搬送方向に沿って、前記第１シート部材にシート凹
部列を順次形成するシート凹部形成部と、
　シリンダ外側面に周方向に配列された複数の供給凹部を有し、水平方向を向くシリンダ
回転軸を中心として回転し、前記シート凹部列と供給凹部とを対向させつつ前記シリンダ
外側面の下部と前記第１シート部材とが接触することにより、前記複数の供給凹部から前
記シート凹部列に吸収材料または消臭材料の粒子を順次供給する供給シリンダと、
　前記複数の供給凹部に前記粒子を順次充填する粒子充填部と、
　前記粒子が供給された前記シート凹部列上に連続シートである第２シート部材を重ねて
前記第１シート部材と前記第２シート部材とを接合するシート接合部と、
を備え、
　前記シート凹部形成部が、
　第１ローラ外側面に周方向に配列された複数の第１凹部を有し、前記第１シート部材を
介在させて前記供給シリンダに外接し、前記シリンダ回転軸に平行な回転軸を中心として
各第１凹部と供給凹部とを対向させつつ回転し、前記第１シート部材を前記第１ローラ外
側面から前記シリンダ外側面へと移す第１ローラと、
　前記第１シート部材の一部を第１凹部内へと窪ませることにより、前記シート凹部列を
順次形成する凹部形成部と、
を備え、
　前記シート接合部が、
　第２ローラ外側面に周方向に配列された複数の第２凹部を有し、前記シート凹部列に前
記粒子が供給された後の前記第１シート部材を介在させて前記供給シリンダに外接し、前
記シリンダ回転軸に平行な回転軸を中心として各第２凹部と供給凹部とを対向させつつ回
転し、前記第１シート部材を前記シリンダ外側面から前記第２ローラ外側面へと移す第２
ローラと、
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　前記第２シート部材を前記第２ローラ外側面上の前記第１シート部材上へと供給する第
２シート供給部と、
を備えることを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記凹部形成部が、前記第１ローラの内側から前記複数の第１凹部を介して前記第１シ
ート部材を吸引する吸引部を備えることを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記凹部形成部が、第３ローラ外側面に周方向に配列された複数の凸部を有し、前記シ
リンダ回転軸に平行な回転軸を中心として各凸部と第１凹部とを対向させつつ回転し、前
記各凸部により前記第１シート部材の一部を第１凹部に向けて押圧する第３ローラを備え
ることを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記第３ローラが、前記複数の凸部を加熱する凸部加熱部を備えることを特徴とする吸
収性物品用シート部材製造装置。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記凹部形成部が、前記第１ローラと前記第３ローラとの接触位置の搬送方向両側にて
前記第１シート部材を前記第１ローラに向けて押圧する一対のニップローラをさらに備え
ることを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【請求項６】
　請求項１ないし５のいずれかに記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記シート接合部が、前記シリンダ回転軸に平行な回転軸を中心として回転し、前記第
２ローラとの間に前記第１シート部材と前記第２シート部材とを重ねて挟むことにより接
合する第４ローラをさらに備えることを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれかに記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記シート接合部が、前記第２ローラの内側から前記複数の第２凹部を介して前記第１
シート部材を吸引する他の吸引部をさらに備えることを特徴とする吸収性物品用シート部
材製造装置。
【請求項８】
　吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　シリンダ外側面に周方向に配列された複数の供給凹部を有し、水平方向を向くシリンダ
回転軸を中心として回転し、前記シリンダ外側面の下部と第１シート部材とが接触するこ
とにより、前記複数の供給凹部から前記第１シート部材上に吸収材料または消臭材料の粒
子を順次供給する供給シリンダと、
　前記複数の供給凹部に前記粒子を順次充填する粒子充填部と、
　前記供給シリンダにより前記第１シート部材上に供給された吸収材料または消臭材料の
粒子上に連続シートである第２シート部材を重ねて前記第１シート部材と前記第２シート
部材とを接合するシート接合部と、
を備え、
　前記シート接合部が、
　ローラ外側面に周方向に配列された複数の吸引口を有し、前記粒子が供給された後の前
記第１シート部材を介在させて前記供給シリンダに外接し、前記シリンダ回転軸に平行な
回転軸を中心として吸引口と供給凹部とを対向させつつ回転し、前記第１シート部材を前
記シリンダ外側面から前記ローラ外側面へと移すローラと、
　前記ローラの内側から前記吸引口および前記第１シート部材を介して前記粒子を吸着す
る吸引部と、
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　前記第２シート部材を前記ローラ外側面上の前記第１シート部材上へと供給する第２シ
ート供給部と、
を備えることを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって、
　前記ローラが、ローラ外側面に周方向に配列された複数の凹部を有し、前記複数の吸引
口が前記複数の凹部に形成され、
　前記吸引部が、前記ローラの内側から前記複数の凹部を介して前記第１シート部材を吸
引することを特徴とする吸収性物品用シート部材製造装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、吸収性物品用シート部材製造装置であって、連続シートであ
る第１シート部材の搬送方向に沿って、前記第１シート部材にシート凹部列を順次形成す
るシート凹部形成部と、シリンダ外側面に周方向に配列された複数の供給凹部を有し、水
平方向を向くシリンダ回転軸を中心として回転し、前記シート凹部列と供給凹部とを対向
させつつ前記シリンダ外側面の下部と前記第１シート部材とが接触することにより、前記
複数の供給凹部から前記シート凹部列に吸収材料または消臭材料の粒子を順次供給する供
給シリンダと、前記複数の供給凹部に前記粒子を順次充填する粒子充填部と、前記粒子が
供給された前記シート凹部列上に連続シートである第２シート部材を重ねて前記第１シー
ト部材と前記第２シート部材とを接合するシート接合部とを備え、前記シート凹部形成部
が、第１ローラ外側面に周方向に配列された複数の第１凹部を有し、前記第１シート部材
を介在させて前記供給シリンダに外接し、前記シリンダ回転軸に平行な回転軸を中心とし
て各第１凹部と供給凹部とを対向させつつ回転し、前記第１シート部材を前記第１ローラ
外側面から前記シリンダ外側面へと移す第１ローラと、前記第１シート部材の一部を第１
凹部内へと窪ませることにより、前記シート凹部列を順次形成する凹部形成部とを備え、
前記シート接合部が、第２ローラ外側面に周方向に配列された複数の第２凹部を有し、前
記シート凹部列に前記粒子が供給された後の前記第１シート部材を介在させて前記供給シ
リンダに外接し、前記シリンダ回転軸に平行な回転軸を中心として各第２凹部と供給凹部
とを対向させつつ回転し、前記第１シート部材を前記シリンダ外側面から前記第２ローラ
外側面へと移す第２ローラと、前記第２シート部材を前記第２ローラ外側面上の前記第１
シート部材上へと供給する第２シート供給部とを備える。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項８に記載の発明は、吸収性物品用シート部材製造装置であって、シリンダ外側面
に周方向に配列された複数の供給凹部を有し、水平方向を向くシリンダ回転軸を中心とし
て回転し、前記シリンダ外側面の下部と第１シート部材とが接触することにより、前記複
数の供給凹部から前記第１シート部材上に吸収材料または消臭材料の粒子を順次供給する
供給シリンダと、前記複数の供給凹部に前記粒子を順次充填する粒子充填部と、前記供給
シリンダにより前記第１シート部材上に供給された吸収材料または消臭材料の粒子上に連
続シートである第２シート部材を重ねて前記第１シート部材と前記第２シート部材とを接
合するシート接合部とを備え、前記シート接合部が、ローラ外側面に周方向に配列された
複数の吸引口を有し、前記粒子が供給された後の前記第１シート部材を介在させて前記供
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給シリンダに外接し、前記シリンダ回転軸に平行な回転軸を中心として吸引口と供給凹部
とを対向させつつ回転し、前記第１シート部材を前記シリンダ外側面から前記ローラ外側
面へと移すローラと、前記ローラの内側から前記吸引口および前記第１シート部材を介し
て前記粒子を吸着する吸引部と、前記第２シート部材を前記ローラ外側面上の前記第１シ
ート部材上へと供給する第２シート供給部とを備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項９に記載の発明は、請求項８に記載の吸収性物品用シート部材製造装置であって
、前記ローラが、ローラ外側面に周方向に配列された複数の凹部を有し、前記複数の吸引
口が前記複数の凹部に形成され、前記吸引部が、前記ローラの内側から前記複数の凹部を
介して前記第１シート部材を吸引する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項１ないし７の発明では、シート凹部列に正確に粒子を供給して保持させることが
できる。また、請求項８および９の発明では、粒子がドット状に配置された吸収性物品用
シート部材を容易に製造することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　シート凹部形成部３０では、第３ローラ５１の複数の凸部５１２により、第１シート部
材９１を第１ローラ３１の第１凹部３１２に向けて押圧することにより、シート凹部列９
１３を容易に形成することができる。また、複数の凸部５１２をヒータ５１４により加熱
することにより、凸部５１２による押圧時における第１シート部材９１の変形を容易とす
ることができ、その結果、シート凹部列９１３をより容易に形成することができる。さら
に、一対のニップローラ８１により、第１ローラ３１と第３ローラ５１との接触位置の両
側にて第１シート部材９１を第１ローラ３１に向けて押圧することにより、凸部５１２に
よる第１シート部材９１の押圧時に、第１シート部材９１が搬送方向にずれることを抑制
または防止することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　吸収シート製造装置１ａにより吸収シートが製造される際には、第１ローラ３１ａが、
回転軸Ｒ１を中心として図１７中における時計回りに回転することにより、第１シート部
材９１が、第１ローラ３１ａの第１ローラ外側面３１１から供給シリンダ２１のシリンダ
外側面２１１へと移される。供給シリンダ２１では、粒子が充填された供給凹部２１２が
、その外側を第１カバー部２２１により塞がれた状態で第１カバー部２２１の下端へと至
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り、粒子供給領域２１０において、シリンダ外側面２１１の下部と第１シート部材９１と
が接触することにより、複数の供給凹部２１２から第１シート部材９１上に粒子が順次供
給される。第１シート部材９１上では、複数の供給凹部２１２から供給された粒子がドッ
ト状に配置される。以下の説明では、第１シート部材９１上において、粒子が配置された
複数の領域を「粒子配置領域」という。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　図１８および図１９の供給シリンダ２１ａを有する吸収シート製造装置においても、図
１に示す吸収シート製造装置１と同様に、シート凹部形成部３０（図１参照）により第１
シート部材９１にシート凹部列９１３が形成され、シート凹部列９１３と供給凹部２１２
とを対向させつつ供給シリンダ２１ａのシリンダ外側面２１１と第１シート部材９１とが
接触することにより、粒子がシート凹部９１２の外側に飛散してしまうことを実質的に防
止しつつ、シート凹部列９１３の各シート凹部９１２に正確に粒子を供給して各シート凹
部９１２内に保持させることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　１，１ａ　　吸収シート製造装置
　２１，２１ａ　　供給シリンダ
　２３　　粒子充填部
　３０　　シート凹部形成部
　３１，３１ａ　　第１ローラ
　３３　　第１吸引部
　４０　　シート接合部
　４１　　第２ローラ
　４３　　第２吸引部
　５１　　第３ローラ
　６１　　第４ローラ
　７１　　シート搬送ローラ
　８１　　ニップローラ
　９１　　第１シート部材
　９２　　第２シート部材
　９５　　吸収シート
　２１１　　シリンダ外側面
　２１２，２１２ａ　　供給凹部
　２１２ｂ　　貫通孔
　３０１　　凹部形成部
　３１１　　第１ローラ外側面
　３１２　　第１凹部
　４１１　　第２ローラ外側面
　４１２　　第２凹部
　４１４　　第２吸引口
　５１１　　第３ローラ外側面
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　５１２　　凸部
　５１４　　ヒータ
　９１３　　シート凹部列
　Ｒ０　　シリンダ回転軸
　Ｒ１～Ｒ７　　回転軸
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